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はじめに――徳昴族の伝承
　雲南省に居住する少数民族徳昴族は、自らの祖
先を「茶」であるとする創世神話を持っている。
彼らは、子供が生まれるとお茶の産湯に浸からせ、
人が亡くなると棺に茶の葉をひきつめる。文字を
持たない彼らは様々なメッセージにもお茶を使っ
ている。お茶の種類（製茶法や品種は未確認）や
包み方（竹の籠にいれたり、竹の皮で包んだり）
によって、それが助けを求めている合図であった
り、祝い事がある知らせであったりするという。
　芒市の三台山入口にある「中国徳昴族博物館」
を訪ねた。徳昴族が現在も茶の栽培に長けており
古老茶農と呼ばれていること、古来より水稲、ト
ウモロコシ、蕎麦を栽培し、竹や茅の籠製品の製
作と野生植物の収集にも長けていること、そして、
彼らが茶を祖先とする創世の物語などが紹介され
ていた。彼らが使っている手動の茶葉の揉捻機も
あった。『日本喫茶世界の成立』の著者山田新市

氏は人と茶の伝承と実像について、日本の茶の歴
史研究自体がまだ様々な伝承の類から自由ではな
いと記し、長い年月の間に一つのことがらが事実
以外のことや「あらまほしき」ことなどと混じり
合って伝えられてしまうのは、ある意味ではやむ
を得ないことでもあろうと述べておられる。1）

　日本においてさえそのような状況なのであるか
ら、中国に何世紀も溯ってお茶の記録を求めよう
とするならば、調査 /伝承する者のあらまほしき
視点で情報が集められることは避けられないであ
ろう。しかし、それが丁寧な仕事であるならば、
それは単に眉唾と片付けるばかりでなく、何故、
その調査 /伝承はそのように意図されたのかを探
ることもまた、茶文化の一側面を見ることになる
のではないかと思う。
　実際、私は今回、人類の祖はお茶であったとい
う記憶を持つ民族があるならばその生活圏を覗い
てみたいという思いで海を渡っている。その物語

　雲南懇話会が主催する 2011年度の雲南へのフィールドワークに、現地の大学での茶文化交流の任
を受けて参加した。ステレオタイプの呈茶の交流ではなく、両国のお茶に纏わる習慣を尋ね、共に文
化を紡いできた歴史を振り返り、茶の心の共通性を再認識するような交流を行いたいと工夫した 14
日間で、確認した茶文化交流の意義を記しておく。
　因みに、ティー・リテラシーとは私自身の造語で、裏千家茶道助教授、煎茶道清泉幽茗流講師、中
国国家公認資格中国茶藝師、日本茶インストラクター、6aの茶畑農民という経験を活かし、流派や
分野の壁を取り払って、お茶を自由に楽しみたいという志を現している。

芒市徳昴族博物館 博物館に展示の徳昴族の伝言手段 博物館に展示の徳昴族の揉捻機
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が生まれた背景や何世代もの間それを守ってきた
民族の願いに茶道の心に通じるものを見るからで
ある。長い歴史の中で、茶と文化を織りなしてき
たたくさんの人々のメッセージを今という時代で
しかと受け止めたい。

1．茶文化とは誰のものか
　さて、ここで一度、「茶文化」という言葉の概
念を確認しておくことにする。一般的に、茶文化
交流と聞けば、多くの人が、茶筅で抹茶を点てる
様式でデモンストレーションを行う場面を想像す
るようだ。実際、そのような茶文化交流の長い歴
史が多くの市町村や大学の国際交流活動に見受け
られる。茶文化＝茶道というのが一般概念であっ
た。
　このような茶文化の現状に一つの画期をもたら
したといわれる提言が、1978/79年に国立民族学
博物館（民博）において行われた。守屋毅氏を研
究代表者として行われた「茶の文化に関する総合
的研究」である。この共同研究では、「茶」の対
象が茶の湯のみならず、茶の栽培や製法、利用法
など茶に関わりのあるあらゆる分野を網羅するよ
うになり、研究者の専門も文化人類学、比較文化、
日本文化、日本史、東洋史、文献学、育種学と多
岐にわたった。2）

　中国社会科学院日本研究所の張建立氏は『日本
茶文化試論』の中で、この共同研究が実施された
ことによって、従来「茶といえば茶の湯のことだ
とする通念もしくは偏見」が正され、茶文化とは
なにか、その定義を考え直すよいきっかけとなっ
たと評価している。3）

　ただ、裏千家茶道が運営する（株）淡交社や日
本の茶業を振興してきた（社）日本茶業中央会か
らは、この民博の共同研究より以前からチャや喫
茶の歴史を関する文献が出版されている。茶道界
は、点前の伝授だけでなく、茶業の知識、中国の
茶の歴史などにも昔から研究を蓄積してきている
のだが、それが茶を学ぶ者にも十分に伝わってい
ないのが現状で、それは大学の茶の研究成果につ
いても同様に思われ、専門分野での茶文化と一般
レベルでの茶文化の間には相変わらず隔たりがあ
るようだ。
　しかしながら、お茶の科学的な効用という分野
ではその研究成果は一般的に知られるようにな

り、ドリンク茶が新しい茶文化を生み出している。
また、日本茶や中国茶のインストラクター制度が
普及し、一般の人にお茶の専門的な知識が伝わり、
様々にお茶を楽しむ文化が起こってきている。茶
道と茶業と一般の喫茶とは少しずつインターラク
トしつつあるかもしれない。
　では、中国ではどうか。首都大学東京の趙方任
氏が「日本と中国　茶文化の比較」で、「中国では、
日常的な茶文化と言う用語の使用は 1980年代ご
ろから始まり、まだその歴史は浅い。茶文化とは、
茶の採摘、加工、販売、飲用、政策、喫茶習俗、
喫茶心理など、つまり人間が茶を利用するあらゆ
る面を含むが、広義には、茶の栽培、日常の喫茶
など茶に関する全てのことを、狭義には、日常の
喫茶の上に生れる茶の作法、茶の芸術性、喫茶の
思想や精神世界などを指している。」と示してい
る通り 4）、民博の提言の翌年から茶文化という概
念が日本とほぼ同様の意味で使われるようになっ
たことがわかる。
　そうして、両国に茶文化を冠する団体も増え、
日中の専門家が集い茶に関する学術的なシンポジ
ウムが開催されたりもしている。そうした成果が
自由に学術の領域を越え、易しくかみ砕かれた形
で一般に届く方法を構築し、体の健康にも心の健
康にもお茶が資してきた歴史を多くの人が再認識
するなら、21世紀の世界の乾きを潤す必要にも
茶は応えてくれるであろう。

2．雲南での一般の人々のお茶感
梁河県南甸土司府傣族の街にて
　日中の茶道交流は、南浦紹明が杭州径山寺より
帰朝する際に台子一飾りを持ち帰ったところに源
流をみるならばそれは鎌倉時代に溯ることにな
り、遣唐使の時代、行基、永忠、最澄、空海、円
仁などが茶を将来した活躍に溯ればそれは奈良平
安の頃からであり、それ以前からの大陸との交流
を思えば、考古学的史料はなくとも、チャも茶を
喫することも伝わっていたであろうし、なんらか
の型もあったかもしれない。何千年という時の中
で中国と日本のあちらとこちらとで育まれてきた
文化といえるだろう。
　ミャンマー国境に近い梁河県南甸土司府を訪ね
た。漢族の支配を余儀なくされた傣族の土地であ
る。中国茶藝の机で茶筅を振りはじめると瓢箪笛
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の演奏が始まり、書家が筆を振るい始めた。全て
が即興で、現地の方々は立ったまま初めての抹茶
を喫した。「中国でも茶筅でお茶を点てていたこ
とがあると聞いたことはあるが、それは昔のこと
で今は誰もやっていないから、茶道は日本の素晴
らしい文化である」とその型の理の美しさと栄養
価の高い喫茶法を賞賛された。
　様々な権力の支配にその都度服従しつつこの地
の人々が守りぬいてきた思い、いかなる権力にも
屈せずに日本の茶人が守りぬいてきた思いと共
に、それぞれの歴史の中で、お茶は姿を変えなが
ら人から離れることはなかった。「その所作とお
茶の甘みと美しさは、自分たちには全く真似がで
きないとわかった。堪えることが修行と思ってい
た茶道だが、人を圧倒させる完成度のための修養
なのかと、その意味が少しわかった気がする」と
コメントをいただいた。

雲南師範大学にて
　雲南師範大学では、パワーポイントを利用して、
普段の稽古の様子を画像でふんだんに紹介した。
茶摘みの様子や製茶の工程など、茶畑や工場の様
子も説明した。茶室の道具の意味、露地の意味、
炉の灰の洗い方、お菓子の作り方などを紹介して
盆略点前でお茶の陰陽を伝えた。大学生にとって、
陰陽は通訳も難しかったようで、馴染みのない概
念だということが意外であった。製茶工場の画像
や灰を洗う画像は初めて見るもので大変興味深い
と教授の方々に大いに感謝された。
　歴史を概観したあと、雲南に始まったとされる
樹木から採られた葉がどのような旅をし、日本で
茶道に組み込まれ人の精神修養の場になくてはな
らない「茶」となったのか、茶の往来を考えなが
ら、お点前を見てもらうことにした。

　日本語科の学生達は、茶の歴史についても質問
をたくさん持っていた。何故、戦乱の時代に穏や
かな茶道が生まれたのか、何故、利休は切腹した
のか等真摯な問でいっぱいであった。大河ドラマ
が唯一の教科書という彼らには、翻訳された茶道
のテキストが必要だと感じたのと同時に、次回は、
水を汲み火を起こし花を探して茶を挽いてという
ところを実際に体験してもらうなど、たった一碗
のお茶のために一所懸命に走り回る機会を提供す
れば、茶道という仕掛けに込められた願いが共有
できると感じた。

保山市の茶藝館にて
　保山市で訪ねた茶室という名の高級茶藝館で
は、昆明の教室で太極茶道を学んできた若い女子
達が、音楽に合わせて舞うようにお茶を淹れる藝
を見せてくれた。何故、日本では年をとった人が
お茶を淹れるのか、何故、道具に頭を下げるのか
といったことが聞かれた。日本で「茶道」という
言葉は、喫茶ではなくて精神修養とか総合芸術と
いった世界のようだが、お茶をおいしく飲むこと
はどうでもいいのかと大変興味深い様子であっ
た。抹茶は苦いものとやはり認識しているよう
だったので、急遽準備をしていくつかお茶を紹介
した。抹茶は甘くておいしいものと認識が変わっ
たが、玉露のアミノ酸は甘いけれど受け付けられ
ないようであった。薄茶のお点前では、「音楽が
ないのに所作が流れるようなのが不思議」という。

「間（ま）」という感覚を説明したが音がないと難
しいようであった。
　同様に、茶道の芸術性については、日本では夏
目漱石の『草枕』の一節を用いて説明をすること
が多いのだが、今回は難しかった。「智に働けば
角が立つ。情に棹させば流される。意地を通せば

梁河県南甸土司府にて 雲南農業大学にて 保山市茶室にて

傣
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窮屈だ。とかくに人の世は住みにくい。」に続いて、
どこへ行っても住みにくいことを悟った時に、詩
が生れて、画が出来、束の間の命を、束の間でも
住みよくするがゆえに、芸術の士は人の世を長閑
にし、人の心を豊かにするので尊といと続く。松
岡正剛氏はその『千夜千冊』の中で、『草枕』と
は奥への遁世の仕方の文学であると評している。
哀れから嘆美へではなく、哀れから崇高へと向か
う画期が茶の湯の形成であったという氏の分析は
茶道の芸術性の崇高さを端的に伝えると思うのだ
が、閉店後の茶藝館では崇高をテーマに喫茶は深
夜にまで及んだ。

雲南農業大学にて
　雲南農業大学の展示にあった少数民族のお茶を
紹介する資料には、徳昴族は、古代の濮人をルー
ツとするとあった。濮人とは神農の子孫にあたり、
3000年以上も前から茶葉を利用している茶栽培
の始祖であるとの説明を受けたが、その論拠につ
いてはわからなかった。濮人は、その後、隋から
唐の時代に茫蛮と呼ばれるようになり、南詔国や
大理国の文化に影響を与えることになると別の資
料にあるのだが、少数民族という概念が生まれる
以前の文化の伝達を思えば、現在白族の地と分類
される大理にも、茶を祖先とする遺伝子があるの
かとあらまほしき想いが生まれてくる。
　日中の国交が正常化されてからの数十年で科学
的なチャの研究も進んだが、日本における中国の
少数民族の茶文化の研究、そしてそこから始まる
茶の伝来に関する研究にも目覚ましいものがあっ
た。1978年に上梓された『日本茶の伝来―ティー・
ロードを探る』は、新たな茶文化の提言への起爆
剤であったことだろう。5）その後、少数民族の生
活文化が日本と類似する点にも研究は拡がってい
る。
　雲南農業大学の展示には、基諾族の「涼拌茶」、
佤族の「焼茶」、泰族の「竹筒茶」、布朗族の「青
竹茶」、哈尼族の「土鍋茶」など少数民族のたく
さんの喫茶の形が画像付きで整理されてあった。
当日は、学生が蔵族のバター茶を実際につくって
くれた。衣装も揃え、村の文化を組み入れた寸劇
を披露してくれた。
　『年表　茶の世界史』（松崎芳郎編著、2007年、
八坂書房）は、BC2780年に神農氏が『食経』の

中で「茶茗久しく服すれば、人をして力あらしめ、
志を悦ばしむ」と記したという伝説に始まり 6）、
茶をめぐる考古学的発見が列記され、近代までの
5千年近い年月の中で、茶がどのように世界に広
がっていったのかが鳥瞰できる史料であるが、現
場の資料にはまだまだ発見があるようだ。村々の

「お勝手（台所）」には実に様々な喫茶の方法があ
り、これらは専門家や学生が見るよりも主婦の目
で見た方が発見が多くあるように感じた。そうし
たメンバーの交流が大きな発見に繋がるのかもし
れない。
　雲南農業大学には、日本のお茶を 11種持って
いった。初めて見る茶葉に、学生達は興味津々で
あった。特に、白折（お茶の茎）や玉露（緑のお
茶）への関心が高かった。それらを実際に試飲す
る時間がなくなり茶葉は提供するに留まったが、
急須を使って日本茶の多様な味わいを紹介できた
らよかったと思う。
　抹茶を口にした学生が、なぜお茶を粉にしたも
のがこんなに甘いのかと聞いてきた。碾茶園や製
茶法の話をするうちに、茶銘の話題になり、中国
の白茶と日本の抹茶への考察に花が咲いた。

3．お茶は甘いか――雲南農業大学の学生と
共に
　抹茶は苦いと雲南で出会った多くの人がそう認
識していた。しかし、実際に喫してみると、緑の
葉っぱをそのまま粉にしたようにも見えるそのお
茶の味わったことのない甘みに不思議さを覚える
ようであった。特に、農業大学の学生は、様々な
茶種にも製茶法にも通じているので、抹茶の製法
に大変興味を示した。碾茶を口に入れるとなお、
甘さの変化や色の変化が不思議なのだ。
　白茶なら粉にしたらこのくらいは甘くなるかも
しれないかという私の質問にも、粉を口に入れる
のならどのお茶でも苦いと説明してくれた。中国
でもお茶を撹拌していた頃、白がよいお茶といわ
れていたことなど知っている学生たちとお茶の甘
みについて話し合ったことが帰国後のある実験に
つながった。
　茶道で使う抹茶のご銘には「～の白」とか「～
の昔」というように、「白」や「昔」がつくので
あるが、その理由はよくわかっていない。一説に
は、よもぎ餅の青々とした製法を取り入れて緑の
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濃い抹茶をつくったものの、「昔」の「白」っぽ
い方が美味しかったというところからきていると
か、また他説では、旧暦の 3月 20日が上質の抹
茶となる葉を摘むのに適しており、「昔」という
字は「二十日」に分解できて、その時期のお茶に
は「白」い産毛があるからなどといわれているが、
結論が出ていない。
　龍川新城を訪問した日のこと、そこは景頗族が
多く居住する地域であるが、そこのホテルのロ
ビーに白茶の持て成しの用意があった。道具を見
ると、ガラスのコップに茶をとってお湯を注ぐと
いう通常の白茶の飲み方のようだ。西双版納景邁
山（けいまいさん）では、雲南大葉種から作られ
る白茶があり、「餐月（美しい満月のように純粋
で清らかなお茶）」という美しい名前がついてい
る。その美しい「白」は簡単に壊れ、粉になる。
貴重な新芽の粉が利用される方法がいつの時代に
かどこかにあってもおかしくはない。
　帰国してから、白茶を臼で挽いて抹茶を作って
みた。茶筅を振ると、それは簡単に白いクリーム
状の泡となった。ブクブク茶のようにふわふわと
大量にはならず、バタバタ茶よりしっかりした泡
で青白くとろりとしていた。普通の薄茶のように
点てた時は苦くて飲めなかったが、このようク
リーム状にまですると苦さはなく、むしろ甘いク
リームを食べるようであった。薄茶状では一口以
上口にできなかったが、泡にして小豆を添えたら、
すべて美味しくいただくことができた。これを、
自分の畑のやぶきたでもやってみた。やはり、薄
茶に点てたものは苦かったが、泡は美味しかった。
色は少し茶色がかっていたが白の範囲だと感じ
た。
　茶の「白」については、趙方任氏のご研究が興
味深い。氏は、『茶詩に見える中国茶文化の変遷』

の中で、唐代は緑が、宋代は白が茶の色として好
まれていることがいくつかの茶詩の中から見いだ
せることを記している。7）この変化は製茶の技術
の変化で、水分を抜く技術が高まるにつれ、茶の
色は緑から白へとかわり、「白」が良質のお茶を指
すようになっていったと述べている。つまり白茶
には二種あって、徽宗皇帝が他に比類すべきもの
はないと評したのは「白茶」という品種で、前述
の製法による白っぽいお茶は別のものなのである。
　いずれにしても、日本に抹茶が伝わった宋代に、

「茶色尚白」（茶の色は白色を尚ぶ）という価値観
があったわけだが、白が良いという概念は伝わっ
ているものの、白茶のない（なかったであろう）
日本でいかに白い泡を再現するかの努力が行われ
たのではないかと考察した。
　中村羊一郎氏が『番茶と日本人』などで伝えて
おられる振り茶の文化がある。茶筅でお茶を振
るって泡を点てて食する地域がいくつかあるが、
現在も引き継がれている地域以外にも、日本中か
なり広い範囲で振り茶の事実があったことがだん
だんわかってきている。茶筅の歴史の研究などと
もあわせて、これから研究者の方々のさらなる発
見を楽しみにしているところであるが、最近茶畑
を持つようになり、毎日お茶を収穫している主婦
感覚からすると、ささらのような道具は、たぶん
どこにでも史料が伝える時代以前からあったであ
ろうしい、それでお茶を撹拌すると苦いものも甘
くなるということもたくさんの人が知っていたの
ではないかという気がしている。実際、私は子ど
もの頃のおままごと遊びの中で、松でお茶をかき
回すと白い泡がたくさん出てきれいだということ
を知っていた。
　抹茶とは別に、茶筅（のような道具）で泡を点
てるお茶の風習が日本中に古くからあって今も

白茶 茶せんで泡立てた状態 小豆を添えて
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残っている文化であることに雲南の学生たちは興
味を示し、自国での白い泡の正体や白がよいとい
う意味について意見しはじめたのだろうが、もは
や通訳の介入できる状況ではなくなってしまっ
た。
　お茶を棺に入れること、徳昴族の創世神話など
についても、今、この学生たちがどう考えるかが
何よりも興味深かった。真実を探ることよりも、
時間を割いて大事に記録しておくべきことなので
はないかと思うのだが、そうした何の成果もない
かもしれないことのために交流の時間が取れない
ことが残念であった。
　お茶の姿は、まだまだ発見があることを思うと、
お茶を訪ねる旅はやめられない。

4．街のお茶の姿
　最後に今回訪ねた村々のお茶の姿を少し紹介し
ておく。全 38回の食事の度、何のお茶かという
質問をしてきたが、100％「普洱茶」という答え
が返ってきた。日本では普洱茶＝黒茶（緑茶を後
発酵させたお茶）というイメージがほぼ定着して
いるので、雲南では毎日のように、独特の匂いの
ある黒いお茶を飲む機会が多いのだろうと考えて
いたが、現地では黒茶がでてきたことはただの一
度もなかった。
　ただ、黒茶というのは緑茶が発酵して育ってい
くものであるから、その過程のお茶でまだ若いお
茶が供出されることが多かったということなのか
もしれない。
　レストランの給仕達の言うところの普洱茶は、

「普洱産のお茶」で、もっと厳密に言うと、産地
が普洱市でなくても、雲南省の茶産地として有名
な四双版納州、臨倉市などのお茶も「普洱茶」と
呼んでいるらしい。製法については、一般の人が

よく知らないのは日本でも同じことである。

大学の食堂：雲南大学の食堂では、ブッフェの飲
み物は豆乳のみであったが、お茶を頼むとコップ
にひとつまみの緑茶を入れて熱湯を注いで出して
くれた。お茶は市販のもので、「龍井と同じよう
なお茶」とのことであったから釜炒り緑茶のこと
かもしれないが、微発酵している感があった。雲
南師範大学の食堂では、お茶の種類も豊富、お茶
を使ったメニューもあるとのことであったが、確
認ができなかった。

街のレストランのお茶：ほとんどのレストランで、
この薬缶でお茶が出された。煮出しているのでは
なく、あくまでも急須使用。淹れた後の葉は大葉
樹の形に戻っていたので、機械摘採ではなく手摘
みのお茶のようだが、市販のお茶ということで
あった。次に多かったのが、コップに茶葉を淹れ
てお湯を足して飲む方法。右は高級レストランの
お茶で、日本の高級煎茶のような撚りの丁寧なお
茶であった。白湯のように色が薄く、とろりとし
たお茶でポットで 6煎淹れても甘みと旨味が落ち
なかった。新茶の釜炒り緑茶とのこと。

民家でのお茶：左は景頗族のいろりでのお茶。素
焼きの壺に茶をいれて火にかけ、香りが立ってき
たらお湯を注いでぐらぐらと吹きこぼれてきたと
ころで注ぎ分けて、皆でいろりを囲んで懇談した。
中央は暖波村傣族の竹の家、家の中に竈があって、
裏で摘んだお茶をさっと茹でて釜で炒って保存し
ておく。苦いお茶であった。右は、芒市遮放南見
村の結婚式やお正月など特別な日のお茶。レモン
グラスを水で煮だしたもので、茶葉は使わない。
特別な日に飲むお茶に、茶葉を使わないというの

街のレストランのお茶 村のレストランのお茶 高級レストランのお茶
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も、大変意外であった。
　どこへ行ってもお茶は身近な飲み物であった。
身近というのは、「その辺で摘んで作った」お茶
を常飲していることが多いと感じたことによる。
そしてそれも、蒸したり、炒ったり、干したりが、
お母さんの臨機応変で、お天気や季節によってい
ろいろに加減をしているようであったが、尋ねた
家の数も少なく、推測の域は出ない。
　日本から持っていった煎茶を振る舞う機会は一
度しかなかったが、アミノ酸がやはり苦手な印象
であった。お茶を淹れた後の茶葉にお醤油（その
家にあったお醤油のような調味料）をかけて食べ
てもらったが、食べるまでに抵抗があった。ミャ
ンマーにはお茶を食べる文化があるが、ここは全
く違っていた。食すると大変おいしいと言うこと
であった。

5．茶文化を守るということ
　2011年 3月の東日本大震災に由来する原発事
故で、日本の茶葉は放射性セシウムの汚染に遭い、
その春の若い芽は古葉も含めことごとく刈り取ら
れ捨て去られるという事態になっていた。いつま
でにどれほどの除染が可能なのか、茶の遺伝子へ
の影響はないのか、茶樹の命の今後をめぐり様々
な研究や思惑が行き交う現場にいた夏、茶樹の原
産地といわれている雲南を訪ねた。
　地の禍、人の心の禍の中で茶の心を思う時、混
沌とした地を救うために天からチャが降りてきた
という徳昴族の創世神話に想いが向かう。また、
茶畑に立っていると、次から次から新芽を吹くそ
の命のエネルギーに不思議な勇気をもらう。植物
としてのチャに魅せられた人の歴史、人の健康に
資する茶を見いだした歴史、その茶から離れない
ような工夫を守ってきた歴史を改めて考える機会
となった。

　もし、徳昴族の間で、近代化の波に抗しがたく
創世神話を守ることが難しくなってきているな
ら、その心を引き継ぐ者を世界中に求めたいと思
う。そのために、彼らの神話を紹介するような茶
会を設けていきたい。神話を掛け軸に仕立てるも
よし、研究者の方々を招いて茶事をするもよいだ
ろう。そうした活動は、研究者の方の切磋琢磨が
報告書の中に留まることなく、お茶を愛する一般
大衆に届くことにもなるだろう。5千年の時を越
えて人々が茶を通じて願ってきた平和を希求する
心を茶で鼓舞したい。
　清めるというのは、茶道の根本なのだが、被災
地へ呈茶に趣くという復興援助は多かったが、汚
染されたお茶を少しでも清めようという活動は
あっただろうか。畝間にひまわりを植えた茶畑で、

「茶道は日本の文化」という表現を考えていた。
その日本とは何か、どこかにあるのか。中国への
旅がまたその答えを導いてくれるようである。

ご参考
トーアン族に伝わる創世神話『ダグダガゴライビョー』

（翻訳：孔令敬）
茶友の会発行『新芽』より一部抜粋。
孔令敬：大正大学・東洋大学・青山学院女子短大等講

師。専門は茶と仏教文化
 著書『中国茶・五感の世界／その歴史と文化』

（日本放送出版協会刊））8）

友よ、兄弟よ、この歌を聴いておくれ
ご飯のときは田植えの辛さを忘れるな
水を飲むときは水源探しの苦労を覚れ
口弦を弾くときは竹を植えた先輩を思い出せ
蘆笙を吹くときは瓢箪を作った両親に感謝せよ
トーアン族の創世の歌は山岳と共に生まれ
トーアン族の歴史は緩やかな大河のようだ
友よ、兄弟よ、この歌を聴いておくれ

景頗族のいろりのお茶 暖波村傣族の竹の家の茶も炒る釜 芒市遮放南見村儀礼の茶
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ご飯のときは田植えの辛さを忘れるな
水を飲むときは水源探しの苦労を覚れ
口弦を弾くときは竹を植えた先輩を思い出せ
蘆笙を吹くときは瓢箪を作った両親に感謝せよ
トーアン族の創世の歌は山岳と共に生まれ
トーアン族の歴史は緩やかな大河のようだ
友よ、しっかり聞き取るがいい
兄弟よ、私の歌に耳を澄ませ
一言も聞き落とすことなく
心の奥までしまっておけ

昔々、その昔
混沌たる大地が延々と続き
果てしなくうねる泥海に、道と川がなく
魚介と昆虫がなく
虎がいなければ、鹿もいなく
花と草と木々も生えていなく
雷がごろごろ、強風がびゅうびゅう
荒れ果てた地上には人間の影すらもなかった

昔々、その昔
きらびやかな天上に
あまねく茂りわたる茶の木があり
みどり滴る茶葉が翡翠のように
鬱葱と茶樹を優しく抱きかかえながら
脈々と万物の命を伝えてきた
宇宙を漫遊する小舟よ
茶の魂を乗せて
月日と満点の星と化して
生きとし生けるものを生み出した
天にはパダゼンという至上神があり
茶は神に仕える神僕でした。
ある時、茶が地を見ると、
そこは暗く寒く䔥条たる荒れ野でした。
天とは対照的でした。
心を傷めた一本の茶の木が
自分がそこへ降りて行くと
パダゼンに言うのでした。

風の神に吹き飛ばされ
51の若者と 51の娘になって
地に落ちていった一本の茶。
暗黒の地でばらばらになった 102の兄弟姉妹が
やっと全員集合した時に、

みんなが抱き合って喜び、
うれし涙を流し、
それが川になり、海になり、洪水となった・・・。
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Summary

Inheriting the Essence of Tea Culture

Minako Uehara

Tea Literacy

　 This is an introduction of an alternative tea culture exchange. Sharing a time to taste each teas, and to learn the 
way how to process and drink tea leaf deepen our understanding each history having been interactive over 
thousands years. The myth of genesis preserved by a Deangs may have some reasons why tea purify and strengthen 
people’s minds and bodies. The study of this tradition which has been handed down through the centuries will also 
give us a hint to trace the spread of tea culture.
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